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第５学年 社会科学習指導案 
 

令和４年１月１８日（火）  

 

１ 小単元名 情報を生かす販売業 

 

２ 小単元について 

（１）教材観 

   本小単元は、平成２９年に告示された学習指導要領社会編第５学年の内容(4)に基づ

いて設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本小単元では、産業における情報活用の現状を捉えながら、我が国の産業と情報との  

  関わりが、国民生活の向上につながっていることを理解する学習内容となっている。 

   そこで、本小単元の学習教材として、販売業を扱う。その中でも、中心教材として扱 

  うのはショッピングセンターとコンビニエンスストアである。ショッピングセンターの 

  多くは大型商業施設であり、複合商業施設としての機能をもっているため、その点も関 

  連付けて扱っていきたい。なお、ここでいう複合商業施設とは、ショッピングセンター 

  やショッピングモール等を指している。 

 大型商業施設を事例として扱う理由は以下の通りである。  

  ①複数の事例を取り上げることで、児童がより多角的に産業の発展を理解できること 

    教科書では、コンビニエンスストアを事例に、学習を進める展開が提示されている。  

   確かに、コンビニエンスストアは多くの消費者が利用するが、生活の基盤となってい 

   るとはいいがたい。そこで、ショッピングセンターの事例を加えることで、より消費 

   者の実生活に即した例として示し、児童にとってより身近に感じることができるよう 

   にしたい。 

内容 

(4)  我が国の産業と情報との関わりについて，学習の問題を追究・解決する活動を
通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ｲ) 大量の情報や情報通信技術の活用は，様々な産業を発展させ，国民生活を
向上させていることを理解すること。 

   (ｳ) 聞き取り調査をしたり映像や新聞などの各種資料で調べたりして，まと
めること。 

  イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

   (ｲ) 情報の種類，情報の活用の仕方などに着目して，産業における情報活用
の現状を捉え，情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を考
え，表現すること。 

 

内容の取扱い 
(4) 内容の(4)については、次のとおり取り扱うものとする。 

 イ アの(ｲ)及びイの(ｲ)については，情報や情報技術を活用して発展している販売， 
  運輸，観光，医療，福祉などに関わる産業の中から選択して取り上げること。そ 
  の際，産業と国民の立場から多角的に考えて，情報化の進展に伴う産業の発展や 

  国民生活の向上について，自分の考えをまとめることができるよう配慮するこ 

  と。 



2 

 

    今回扱うショッピングセンター内には、スーパーマーケットも含まれている。本小 

   単元を後述する展開で進めることで、コンビニエンスストア、スーパーマーケット、 

   ショッピングモールといった多くの事例に触れることができ、より幅広く産業におけ 

   る情報活用の現状を捉えることができる。 

  ②母体が大規模であり、多様で大量な情報を扱っていること 

    今回取り扱うショッピングセンターは、全国に店舗を展開している。施設内には、 

   専門店が軒を連ねており、いわば、未来の商店街といった様相を呈している。各店舗 

   や施設内が情報を通じてどのように連携しているかを捉えることで、それらがいかに 

   消費者のニーズに合致しているかを考えることができるようにしたい。 

③様々なサービスが、一施設内に含まれていること 

  情報を活用したサービスは、アプリの活用、銀行サービス、他店舗との連携など、 

 数多くある。例えば、多くのショッピングセンターには、大型スーパーマーケットが 

 入っている。さらに、インターネットショップともつながることで、インターネット 

 を介してのつながりも捉えることができる。 

    なお、スーパーマーケットの学習と区別するため、あくまでも、情報を活用してい 

   る様子に重点を置いて示していく。 

 

（２）児童観 

   （略） 

 

（３）指導観 

  教材観、児童観を踏まえて、以下を重点化し、小単元計画や本時の授業の中に組み込 

 んでいく。 

  ①複数の事例を教材化することにより、学習内容の理解をさらに深めること 

    教科書では、コンビニエンスストアの情報活用の事例を取り上げている。そこに、 

   児童にとって身近なショッピングセンターの事例も教材として加え、２つの販売業 

   の様子を比較・関連・総合する活動を取り入れたい。複数の事例を取り上げること 

   により、「大量の情報や情報通信技術の活用は、様々な産業を発展させ、国民生活 

   を向上させていること」についてさらに理解を深めたていきたい。 

 

  ②学習過程を工夫することにより、情報を活用した産業の変化や発展と人々の生活の 

   利便性の向上を関連付けて考えることができるようにすること 

    小単元の導入においては、消費者が仮想の商店で不便を感じている様子を提示し、 

   消費者の視点から情報を活用した店の改良策を考える活動を行う。消費者の具体的 

   な生活の様子から考えることで、情報を活用した産業の変化や発展と人々の生活の 

   利便性の向上を関連付けて、学習問題をつくりたい。また、小単元の終末において 

   は、再度、消費者の視点と商店の視点から、情報を活用した産業の変化や発展と人々 

   の生活の利便性の向上を関連付けて、学習問題の結論を考えることができるように 

   したい。 

 

  ③毎時間の振り返りを積み重ねることにより、児童自身が変容を実感できるようにす 

   ること 

    本学級の児童は、第３・４学年の社会科の学習や、これまでの第５学年の学習を 
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   踏まえ、新しい学習に取り組むことができている。既習を想起する発問をする等、 

   既習とのつながりを意識することができるようにしていきたい。また、学習問題や 

   学習計画、毎時間の振り返りを一枚のワークシートに記入していくことで、児童自 

   身が変容を実感できるようにしていきたい。 

 

   ④学習内容の系統性を意識することにより、学習内容の理解をさらに深めること 

     以下の【資料】に示すように、第３学年から第５学年までの学習内容の系統性を 

    意識していく。例えば、第３学年において、販売の仕事は、消費者の多様な願いを 

    踏まえ、売り上げを高めるよう工夫していることを学習してきている。本小単元で 

    も、情報を活用することは、消費者の利便性の向上につながるとともに、店側の売 

    り上げを高めることにもつながることを捉えていく。 

  なお、本小単元では、ショッピングセンター内にあるスーパーマーケットを取り 

 扱う。その際、第３学年で学習した工夫と重ならないよう、情報を活用している事 

 例に限定して捉えていくことに留意したい。     

      【資料】商業及び情報を活用した産業に関する学習内容の系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤１人１台端末を活用することにより、主体的・対話的で深い学びを実現すること 

   児童一人一人が考えたことを記入したり、グループや学級全体で共有したりする 

  場面等で１人１台端末を積極的に活用することにより、主体的・対話的で深い学び 

  を実現していきたい。また、児童一人一人の考えを教師が即時に見取ることにより、 

  指導に生かしていきたい。さらには、児童一人一人の考えや振り返り等を蓄積する 

  ことにより、評価にも生かしていきたい。 

 

３ 小単元の目標と評価規準 

（１）目標 

  我が国の産業と情報との関わりについて、情報の種類、情報の活用の仕方などに

着目して、聞き取り調査をしたり、映像や新聞、インターネットなどの各種資料で

調べたりしてまとめることで、産業における情報活用の現状を捉え、情報を生かし

て発展する産業が国民生活に果たす役割を多角的に考え、表現することを通して、

大量の情報や情報通信技術の活用は、さまざまな産業を発展させ、国民生活を向上
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させていることを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し解決

しようとする態度や、情報化の進展に伴う産業の発展や国民生活の向上について考

えようとする態度を養う。 

 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報の種類、情報の活用の

仕方などについて、聞き取

り調査をしたり映像や新

聞、インターネットなどの

各種資料で調べたりして、

必要な情報を集め、読み取

り、産業における情報活用

の現状を理解している。 

②調べたことを図表や文な

どにまとめ、大量の情報や

情報通信技術の活用は、さ

まざまな産業を発展させ、

国民生活を向上させてい

ることを理解している。 

①情報の種類、情報の活用

の仕方などに着目して 

問いを見いだし、産業に

おける情報活用の現状に

ついて考え、表現してい

る。 

②情報を活用した産業の変

化や発展と人々の生活の

利便性の向上を関連付け

て、情報を生かして発展

する産業が国民生活に果

たす役割を考え、学習し

たことをもとに産業と国

民の立場から多角的に考

えて情報化の進展に伴う

産業の発展や国民生活の

向上について考え、表現

している。 

①大量の情報や情報通

信技術の活用につい

て、予想や学習計画を

立てたり、学習を振り

返ったりして、主体的

に学習問題を追究し

解決しようとしてい

る。 

 

４ 小単元の指導計画と評価計画（７時間扱い） 

 

○学習活動 ・学習内容 

・指導上の留意点 評価 

〈〉内は評価の方法を表す 
〈ノ〉ノート〈発〉発言 
〈ワ〉ワークシート 

資料等 

つ

か

む 

①情報活用の視点を基に、販売業の特徴

を話し合い、学習問題をつくる。 

 

 

・仮想の商店で、買い物をする消費者の

行動 

・買い物をする際に、消費者が不便に感

じること 

・仮想の商店の改良策についての話合い 

 

 

 

 

 

 

・仮想の商店で、困りながら

も買い物をする消費者の

様子から、その商店の改

良策を考える。 

・改良策を学級で話し合い、

情報を活用した商店像を

考え、共有する。 

・既習の情

報を活用

した産業

の事例 

 

 

 

 

 

 

 

あるお店が、どのように情報を活用すればよいのかを考えて、

学習問題をつくろう。 
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・ショッピングセンター(モール)での情

報活用の事例 

 ※以後、ショッピングセンターは、 

  ＳＣと表記。 

・コンビニエンスストアでの情報活用の

事例 

 ※以後、コンビニエンスストアは、コ

ンビニと表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学習問題に対する結論を予想し、小単

元の学習計画を立て、小単元の学習の

見通しをもつ。 

 

○学習問題の結論を予想する。 

・前時の復習  

・学習問題の確認 

・学習問題の結論の予想 

○予想したことを出し合い、共有する。 

 ・考えの共有 

 ・予想の拡充 

 

○学習問題を解決するための学習計画

を立てる。 

 ・スーパーマーケットの取組 

 ・ＳＣでの取組 

 ・各種サービスの取り扱い方 

 ・コンビニの取組 

・よりよい商店として考え

たものは、コンビニや 

 ＳＣ(モール)で実現して

いることを知る。 

・実際の販売業の様子から、

疑問を想起し、学習問題

をつくる。 

【思・判・表①】 

販売業における情報の種

類、情報の活用の仕方など

に着目して、学習問題を考

えている。  〈ノ・発〉 

 

 

 

 

 

・前時の資料を基に、前時

の学習と、学習問題を振

り返り、課題設定を行う。 

 

・「どんな情報」と「どのよ

うに活用」の視点の整理

をし、区別して予想でき

るようにする。 

・予想の段階なので根拠は

強く求めないが、広がり

すぎないように整理して

いく。 

・予想を基に、学習問題の

結論にたどり着けるかを

確認しながら、計画を立

てる。 

【態①】 

現代の販売業の様子につ

いて、予想や学習計画を立

て、解決の見通しをもって

いる。  〈ノ・発・ワ〉 

・ＳＣの様

子や、情報

活用の取

組がわか

る写真 

・コンビニ

の情報活

用の取組

がわかる

写真 

 

 

 

 

 

 

 

・前時に提

示した資

料 

・振り返り

シート 

学習問題 

はん売の仕事をする人々は、どんな情報を、どのように生か

しているのだろうか。また、それによって消費者の生活は、ど

のように変化しているのだろうか。 

学習問題の結論を予想し、学習計画を立てよう。 
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調

べ

る 

③ＳＣ内にあるスーパーマーケットで

の情報を活用した取組を調べる。 

 

 

 

 

 

・セルフレジの活用 

・ＡＩの活用 

・ＰＯＳシステムの活用 

・インターネットショッピングの活用 

・他店舗とのポイント共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④スーパーマーケット以外のＳＣ内で

の情報を活用した取組を調べる。 

 

 

 

 

 

 

・店舗の位置や情報がわかる情報端末 

・混み具合がわかる情報掲示板 

・モール内の商品が検索できる端末 

・他店舗とのポイントの共有 

・独自アプリの開発と活用 

・計画に基づいて、調べ学

習を進めていくことを確

認し、主体的な学習とな

るようにする。 

 

 

 

・どのような情報が、どの

ように消費者の利便性に

つながっているかを考え

られるようにする。 

・ポイントの共有は、後の

学習でも調べることを告

げ、ここでは触れる程度

に留める。 

【知・技①】 

現代の販売業の様子につ

いて、映像や写真資料等か

ら読み取り、情報活用の現

状を理解している。 

〈ノ・発〉 

 

 

 

 

・スーパーマーケットと同

じ施設内を見ていくこと

を確認し、スーパーマー

ケットとの連携も想起で

きるようにする。 

 

 

 

・大規模な施設内において

消費者がより買い物がし

やすいよう、情報が活用

されていることを捉え

る。 

・ＳＣ内の

スーパー

マーケッ

トの写真 

 

 

 

・セルフレ

ジを使用

している

動画と写

真 

・ＡＩの活

用事例 

・ＰＯＳシ

ステムの

詳細 

・インター

ネットシ

ョッピン

グの詳細 

・ポイント

付与の資

料 

 

・スーパー

マーケッ

ト以外の

ＳＣ内の

様子がわ

かる写真 

・施設の大

きさがわ

かる資料 

・ＳＣ内の

情報端末

の詳細と

写真 

ショッピングセンター内のスーパーマーケットでは、どんな情報

を、どのように活用しているのだろうか。 

ショッピングセンターでは、たくさんのお店がある中、情報をど

のように活用しているのだろうか。 
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・銀行サービスとの連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤コンビニの情報活用に関わる取組を

調べる。 

 

 

 

・電子マネーやポイントカード 

・ＰＯＳシステムの活用 

・タブレット端末を活用した商品の発注 

・商品生産、輸送との連携 

・ネットショッピングの活用 

・銀行サービスとの連携 

・コピー機のサービス 

 

 

 

・前時で触れたポイント

は、店舗間をつなぎ、消費

者にとって利便性の高い

システムであることをつ

かむ。 

・独自アプリは、これまで

の学習のポイントや、他

店舗との連携を包括的に

支えるサービスであり、

既習の学習とのつながり

がある点をおさえる。 

・銀行サービスは、仕組み

等に深入りせず、情報を

共有することで、消費者

の利便性が増している点

を捉える。 

【知・技①】 

現代の販売業の様子につ

いて、映像や写真資料等か

ら読み取り、情報活用の現

状を理解している。 

〈ノ・発〉 

 

・教科書を活用して、学習

を進める。 

 

 

 

・調べる対象を３つに分

け、エキスパート学習を

行う。 

 ①情報を活用した販売を 

  調べるグループ 

 ②情報を活用した運送を 

  調べるグループ 

 ③情報通信技術を活用し 

  たサービスを調べるグ 

  ループ 

・混み具合

がわかる

掲示板の

写真 

・ポイント

共有シス

テムの詳

細 

・ＳＣ内の

銀行の写

真 

・実際のア

プリの起

動画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１時に

提示した

コンビニ

の様子の

写真 

・電子マネ

ーの詳細 

・ＰＯＳシ

ステムの

詳細 

・商品管

理、発注

の詳細 

・店舗以外

との連携

コンビニエンスストアでは、どんな情報を、どのように活用して

いるのだろうか。 
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⑥コンビニの情報活用に関わる取組で

調べたことを、共有し、まとめる。 

 

 

 

・コンビニの情報活用の取組の共有 

 

・本時は、個人で調べる時

間と、同じ対象を調べる

エキスパートで情報を共

有する時間に留め、次時

にまとめることを確認す

る。 

【態①】 

 現代の販売業の様子につ

いて、予想や学習計画を基

に、主体的に学習問題を解

決しようとしている。 

〈ノ・発・ワ〉 

【知・技②】 

現代の販売業の様子につ

いて、図表や文などにまと

め、情報活用の現状を理解

している。〈ノ・発〉 

 

 

 

 

 

 

・前時に調べを進めたエキ

スパートの学習を、グル

ープ内で共有する。 

・共有する際には、タブレ

ット端末のカード機能を

使い、ノートの写真を送

り合い、確認する。 

・学級内で、コンビニの取

組を共有する。 

【思・判・表①】 

情報の種類、情報の活用

の仕方などに着目し、販売

業における情報活用の現状

について考え、表現してい

る。     〈ノ・発〉 

の詳細 

・インター

ネットシ

ョップの

詳細 

・銀行サー

ビスの詳

細 

・コピー機

の機能の

詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時に各

自が調

べ、まと

めたコン

ビニの情

報活用に

関わる情

報 

コンビニエンスストアでは、どんな情報を、どのように活用して

いるのだろうか。 
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ま

と

め

る 

 

⑦学習してきたことを話し合い、学習問

題の結論をまとめる。 

 

 

 

・学習問題の結論（個人の考え） 

・ＳＣの情報活用の取組 

・コンビニの情報活用の取組 

・ＳＣとコンビニの情報活用の取組の共

通点 

・学習問題の結論 

・第１時に提示した仮の商店 

・消費者の利便性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小単元の学習の振り返り 

 

 

 

 

 

・これまでに調べてきた、

ＳＣの情報活用とコンビ

ニの情報活用を整理し、

その共通点を考えられる

よう、ベン図を用いる。 

・第１時に提示した仮想の

商店を改良し、情報を活

用することで、消費者に

とってより利便性の高い

店舗にする。 

【態①】 

現代の販売業の様子につ

いて、主体的に学習問題

を追究し、解決しようと

している。〈ノ・発・ワ〉 

【思・判・表②】 

情報を活用した販売業の

取組と、人々の生活の利便

性の向上を関連付けて、そ

れらが人々の生活に果たす

役割を考えている。 

〈ノ・発〉 

・振り返り

シート 

・これまで

の学習で

調べたこ

と 

 

５ 本時の学習指導 （１／７） 

（１）目標 

○販売業における情報の種類、情報の活用の仕方などに着目して、学習問題を考えるこ

とができる。【思考力、判断力、表現力等】 

学習問題の結論 

はん売の仕事をする人々は、消費者の消費に関わる情報や、商

品に関わる情報などを、商品の管理や、消費者へのサービスの向

上に活用し、発展してきた。それらの情報は、人々の生活をより

便利にし、人々の生活を大きく支えている。 

ショッピングセンターとコンビニエンスストアの情報の活用の仕

方の共通点を考え、学習問題の結論を考えよう。 
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（２）展開                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

学習活動・学習内容 ・指導上の留意点 評価＜方法＞ 資料等 時間 

１ 前小単元や、これまでの

学習を振り返る。 

 

 

 

２ 情報活用の視点をもっ

て、販売業の様子を捉え

ていくための課題設定を

行う。 

 

 

 

・大単元のキーワードである、「情報

化」を確認し、本小単元では情報と

産業との関係を学習していくこと

を意識できるようにする。 

 

・前小単元と違いとして、販売とい

うメインの業種と、情報との関わ

りについて考えられるよう区別す

る。 

 

 

 

・漁業でスマー

トフォンを

使う様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 仮想の商店で買い物を

する消費者の様子を読

み、情報を活用するお店

にするための工夫を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仮想の商店（東っ子商店）で、困り

ながらも買い物をする消費者の様

子を捉え、消費者がよりよく買い

物できるよう、店側ができる改善

策を考える。 

・消費者自身の行動は変えないよう

に促す。 

・タブレット端末を活用し、電子デ

ータ上に書き込んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仮想の商店で

の買い物の

様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あるお店が、どのように情報を活用すればよいのかを考え

て、学習問題をつくろう。 

東っ子商店での消費者の様子 
 A さんは、近所でもとても大きな東っ子商店に車で買い物に行くことにしました。東っ子商
店の駐車場は、よく混みます。どれだけ混むかわからないので、早めに家を出ました。 
 なかなか空いている場所が見つかりません。やっと、空いている場所を見つけ、車をとめて
から店内に入りました。 
 じゃがいもとノート、それと、雑誌で見かけたくつを買うため、探しました。しばらく歩い
て、じゃがいもとノートはありましたが、くつは見つかりませんでした。仕方なく、じゃがい
もとノートだけを買うことにしました。 
 レジに並びましたが、そこで、サイフの中のお金では足りないことに気づきました。そこで、
一度商品を戻し、店を出て銀行に行くことにしました。 
 銀行でお金をおろし、もう一度東っ子商店に行きました。買うはずだった商品を探している
と、もう、じゃがいもは売り切れでした。 
 あきらめて、ノート売り場に行くと、ほしかったノートも売り切れていました。しかたなく、
別のノートに変えようと悩んでいると、どんどん時間が過ぎてしまいました。 
 ようやくノートを選び終え、またレジにならびましたが、悩んで時間をかけ過ぎてしまった
せいで、レジはさっきよりも混んでいました。 
 その後、引っ越しの手続きに使う、住民票(自分の住所などが書いてある大切な書類)を発行
しに、市役所に行きました。しかし、買い物に時間がかかったせいで、市役所はもうしまって
いました。 
 Ａさんはあきらめて、しょんぼりしながら家に帰りました。 
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４ 消費者にとって、よりよ

く情報を活用するお店に

するためのアイディアを、

学級で出し合う。 

 

・よりよい店の改善策 

・情報化の視点 

・消費者の利便性 

 ・他者の考え 

 

 

 

 

 

５ ＳＣやコンビニの取組

を知り、疑問に感じたこと

をノートに書く。 

 ・ＳＣの情報活用の事例 

 ・コンビニの情報活用の事

例 

 

 

 

 

 

 

 

６ 出し合った疑問から学

習問題をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書き込んだ内容はタブレット端末

を活用して共有し合い、学級の考

えとしてまとめていく。 

・重複する内容は省きながら、それ

ぞれの改善案を共有し合う。 

・児童が、情報化の視点で改善策を

考えている案について、抜粋し、板

書していく。 

・消費者の利便性を考えることはも

ちろんだが、売り上げ等に配慮し、

店側にとってもよりよい店にでき

ないかを考えることができるよう

にする。 

 

・児童が考えた情報活用の取組は、

実際の店舗で行われていることを

告げる。 

・ＳＣ内のスーパーマーケットを提

示する際には、第３学年の学習を

想起しつつ、情報活用の視点から

は外れないように留意する。 

・資料は、タブレット端末を活用し、

児童に配布する。 

 

 

 

 

・ＳＣ内の様子やコンビニ内の様子

から、児童の気づきや疑問を整理

していく。 

・児童の予想としての意見について

は疑問の形に変えていく。 

評 販売業における情報の種類、情

報の活用の仕方などに着目して、

学習問題を考えている。 

【思・判・表①】〈ノート・発言〉 

・「疑問に思ったこと」を中心に、学

習問題をつくる。 

 

 

 

 

 

・仮想の商店で

の消費者の

様子の電子

版 

・個人の考えが

記入された

電子データ 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＣ内の様子 

・防犯カメラ 

・店内案内用の

情報端末 

・レジやセルフ  

 レジ 

・電子マネーの

入金機 

・銀行サービス

の様子 

・現在のコンビ

ニの写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題 

はん売の仕事をする人々は、どんな情報を、どのように生か

しているのだろうか。また、それによって消費者の生活は、ど

のように変化しているのだろうか。 
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７ 次時の学習の見通しを

もつ。 

・次時で、学習問題の結論を予想す   

 ることを告げる。 

・振り返りシー

ト 

２ 

 

６ 板書計画 

 

Aさん 


